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公民館本館だより No.18 

 

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た
避
難
時
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
効

果
的
な
土
の
う
の
使
い
方
な
ど
、
家
や
家
族
を
守
る

た
め
の
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。 

 日
時 

令
和
４
年
１
月
15
日
・
29
日
・
２
月
12
日
の 

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
２
時
30
分
（
全
３
回
） 

場
所 

市
民
会
館
・
公
民
館 

第
４
・
５
集
会
室 

対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

定
員 

先
着
15
人 

講
師 

日
本
防
災
士
会
東
京
都
支
部
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

第
１
回
：
板
野
孝
幸
氏 

 
 

 

第
２
・
３
回
：
橋
本
茂
氏 

申
込
み 

令
和
３
年
12
月
19
日
（
日
）
か
ら 

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接
ま
た
は 

電
話
で
公
民
館
公
民
館
係
（
電
話
552-

2
1

1
8

）
へ 

※
月
曜
休
館
日 

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
講
座 

人
生

年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
先
、

自
分
で
物
事
の
判
断
や
意
志
決
定
が
で
き
な
く

な
る
時
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
老
後
を
安
心

し
て
迎
え
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
遺
言
状
の
書

き
方
や
成
年
後
見
制
度
の
役
割
、
ま
た
相
談
者
へ

の
具
体
的
な
対
応
や
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門

家
か
ら
事
例
を
通
し
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。 

 日
時 

令
和
４
年
２
月
６
日
・

日
・

日
の 

日
曜
日
、
午
後
２
時
～
４
時
（
全
３
回
） 

場
所 

さ
く
ら
会
館
ホ
ー
ル 

対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

定
員 

先
着

人 
講
師 
第
１
回
：
畑
野
隆
二
氏
（
上
野
公
証
役
場 

公
証
人
） 

第
２
回
：
萬
沢
明
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
） 

 
 

 
 

福
生
市
社
会
福
祉
課
職
員
、 

 
 

 
 

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
職
員 

第
３
回
：
萬
沢
明
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
） 

申
込
み 

令
和
４
年
１
月
８
日
（
土
）
か
ら 

 

は
た
の 

 
 

り
ゅ
う
じ 

ま
ん
ざ
わ 

あ
き
ら 

防
災
講
座 

災
害
に
役
立
つ
知
恵
と
技 

い
た
の 

 

た
か
ゆ
き 

は
し
も
と 

し
げ
る 

（共
通
） 

講
座
の
お
申
込
・お
問
い
合
わ
せ 

公民館本館主催講座のおしらせ 

福生市公民館（本館） 福生市福生 2455 番地 ※市民会館併設 

（公民館公民館係 福生市牛浜 163 番地（さくら会館内））☎042-552-2118／Fax 042-552-2228 

令和３年 12 月 14 日 

 

ま
ん
ざ
わ 
あ
き
ら 
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「福生むかし語り～牛浜暮らし編～」 

昨年度、福生市は市制施行 50 周年を迎え

ました。時代と共に大きな変化を重ね続け、現

在の福生の姿になっています。その変化の中

で、長年福生で暮らし、地域を支えてこられた

方の記憶から福生の歴史についてお話を伺い

ました。今回は、中村さんが体験してきた牛浜

地域の暮らしについて、幼少期からの記憶を

たどりながら、お話しいただきました。 

が開催されました！ 

地域歴史講座 

中村 幸一さん 

福生市で生まれ育ち、長年まち

の変化を見てきました。 

公民館サークルに所属し、様々

な行事に参加しています。 

講師紹介 

五日市街道より熊川側を「熊川

牛浜」、福生側を「福生牛浜」と呼

んでいたそうです。現在、市民会館

が建っている場所には、西多摩自

治会館という建物がありました。

そこでは、成人式や文化祭等が行

われていたそうです。 

中村さんの家庭は農家で、

数か所に畑を持っていたそ

うです。その１つが市民会館

の近くにありました。子ども

の頃、畑仕事を手伝うために

五日市街道を通ってその畑

に行きました。市民会館周辺

は雑木林でした。雑木林の中

には、リヤカーが通ることが

できる程の小道があったそ

うです。 

実施日：10 月 31 日（日） 

なかむら      こういち 
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中村さんが子どもの頃は、牛浜駅周辺にはあまり建物がなかったそうです。桑畑の

なかに、牛浜駅がポツンと建っているだけでした。昭和 23 年頃から民家が徐々に建

てられ、4、５年経つと、商店も増えていったそうです。 

 

自分たちが食べるものは、自分たちで作っていました。農家の家は敷地が非常に広く、

家畜を飼っている家もありました。牛浜地域では、数軒の家で牛を飼っており、中村さん

の家でも牛を育てていました。多い時では 13 頭の牛を育て、牛乳を売っていたそうです。 

●懐かしい話をありがとうございました。私も牛浜で育ちました。父親が耕していた畑 

に、リヤカーを押して手伝いに行っていたことを思い出しました。 

 

●私は毎日ウォーキングをしています。「そうか、ここが中村さんの説明していた田んぼな 

のか」といろいろな事を思い出しながら、ウォーキングを楽しみたいと思います。 

 

●牛浜駅ははじめ、枕木を積んだ停車場でした。そこから、駅が開設されました。 

 

●市民会館の前身である西多摩自治会館の時に、文化祭に参加しました。 

 

●私は福生生まれではないので、いろいろと知らないのですが、福生の歴史について知 

りたいと思いました。 

 

●お話にあった西多摩自治会館ですが、今の形ではないレンガの自治会館が記憶に残っていま 

した。 

参加者の声 
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秋の講座の報告 

み
な
さ
ん
の
寄
稿
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
！ 

日
ご
ろ
地
域
で
活
動
し
て

い
る
こ
と
や
、
最
近
体
験
し

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

あ
な
た
の
寄
稿
文
を
き
っ

か
け
に
、
誰
か
の
サ
ー
ク
ル

活
動
の
参
考
に
な
っ
た
り
、

よ
り
幅
広
い
地
域
活
動
へ
と

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄

稿
文
は
、
各
館
で
公
開
い
た

し
ま
す
。
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
自
由
に
お
書
き
く

だ
さ
い
。 

寄
稿
文
に
つ
い
て
は
、
各

館
窓
口
で
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。 

編
集
後
記 

 

早
い
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
生
活
も
２
年
が
た
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
本

館
で
は
、
感
染
症
対
策
を
行

い
な
が
ら
、
従
来
の
講
座
は

も
ち
ろ
ん
、
今
回
取
り
上
げ

た
「
地
域
歴
史
講
座
」
や
「
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

な
ど
、
新
し
い
事
業
に
も
挑

戦
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多

く
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
嬉

し
い
限
り
で
す
。 

今
年
度
も
残
り
３
ヶ
月
弱

で
す
が
、
絶
え
ず
学
習
の
機

会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
す
る
と
と
も

に
、
お
会
い
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
・
学
生
の

貧
困
実
態
を
探
る 

実
施
日
：
10
月
30
日
（
土
） 

講
師
：
小
河
光
治
氏
（
公
益
財
団
法
人

あ
す
の
ば 

代
表
理
事
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
う
け
る
子
ど

も
・
学
生
に
視
点
を
当
て
て
、
貧
困

の
現
状
、
課
題
支
援
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

実
施
日
：
10
月
24
日
（
日
） 

出
演
：
福
生
吹
奏
楽
団 

 

曲
目
ご
と
に
、
楽
器
の
編
成
を
か

え
て
演
奏
す
る
１
時
間
ほ
ど
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
ア
ニ
メ
や
映
画
音
楽
、
そ
し
て

童
謡
ま
で
、
な
じ
み
の
あ
る
曲
が
多

く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
曲
間
に
は
、
楽

器
紹
介
と
し
て
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
に

つ
い
て
の
豆
知
識
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。 

●
参
加
者
の
声 

楽
器
に
よ
る
音
色
の
違
い
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
生
の
演

奏
を
聴
く
機
会
が
あ
り
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。 

 

お
が
わ 

 
 

こ
う
じ 

編
集
・
発
行 

公
民
館
本
館
（
市
民
会
館
併
設
） 

福
生
市
福
生

2455
番
地 

☎
552-

2
1

1
8

 

●
参
加
者
の
声 

 

た
く
さ
ん
の
困
っ
て
い
る
人
の
実

態
が
、
先
生
の
話
か
ら
見
え
て
き
ま
し

た
。
困
っ
て
い
る
人
が
声
を
上
げ
て
、

支
え
て
も
ら
え
る
こ
と
や
、
支
援
団
体

が
あ
る
こ
と
、
そ
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
に
は
、
若
い
学
生
さ
ん

か
ら
、
保
護
者
世
代
、
シ
ニ
ア
世
代
、

民
生
委
員
の
方
な
ど
、
幅
広
い
方
々
が

参
加
さ
れ
て
い
た
の
で
、
も
っ
と
お
話

し
を
聞
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 

福
生
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に

学
び
、
自
分
事
と
し
て
何
が
出
来
る
の

か
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
座

で
し
た
。 


